
第
五
轡
　
　
棄
報

合
國
ミ
の
間
に
締
結
ぜ
ら
れ
護
る
垂
目
の
正
丈
な
彫
目
図
り
。
流
石
官
府
の

田
版
物
定
て
本
・
交
に
全
部
四
號
活
字
た
用
ひ
、
　
紙
質
も
上
等
な
れ
ば
、
印
刷

鮮
明
、
誠
に
堂
々
た
る
も
の
な
り
。
加
ふ
る
に
附
嗣
亡
し
て
、
濁
逸
参
誹
本

蔀
の
百
萬
分
嚇
地
翻
心
以
て
、
蜀
逸
の
薪
趨
境
な
示
し
、
同
十
萬
分
一
地
圖

な
以
て
、
ザ
ー
ツ
河
流
域
、
シ
ュ
レ
ス
ウ
ィ
ツ
ヒ
第
二
直
、
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
自
山
附

市
の
境
界
葎
示
し
カ
リ
O
之
等
の
恥
醐
に
主
要
な
ゐ
地
名
に
日
本
謬
た
附
し

れ
乃
が
、
や
、
不
鮮
明
な
ろ
匿
遺
憾
な
り
。
條
約
の
内
容
に
就
て
已
に
屡
論

議
ゼ
ら
れ
、
A
ユ
云
ふ
必
要
な
し
。
　
今
附
魁
に
就
て
、
余
が
地
覆
詩
に
て
測
定

し
糞
る
r
結
果
な
畢
げ
ワ
ん
に
、
ザ
ー
ル
舗
㎝
域
け
μ
一
、
入
轟
ハ
∩
）
方
粁
、
ダ
ン
チ
ッ
ヒ

肖
由
市
に
｝
七
、
四
〇
三
朔
、
シ
ュ
ソ
ス
ヰ
ヅ
ヒ
第
｝
塵
ば
三
、
九
〇
〇
方
粁
等

に
て
、
新
編
逸
の
癒
稜
ば
約
四
十
四
萬
飴
方
粁
定
な
る
も
の
・
如
し
。
波
魔

亡
の
口
約
ぽ
蟄
猫
條
約
ε
伺
日
附
に
調
印
ゼ
ら
れ
六
る
も
の
に
て
、
聯
合
國

が
波
…
閲
為
し
て
、
　
同
工
内
の
猫
逸
人
、
露
西
距
人
、
リ
ス
ア
ニ
ァ
人
、
ル
テ

ニ
ア
人
又
ば
薪
教
徒
、
一
腰
数
徒
、
猜
太
教
徒
の
如
く
、
三
族
、
言
語
、
宗

添
上
少
数
に
閥
す
ろ
國
民
に
亡
し
、
其
生
命
、
自
由
、
財
産
、
信
敏
、
言
語

弊
の
丁
半
又
に
自
由
、
芸
濃
、
泓
椹
の
享
有
尊
な
保
障
せ
し
め
し
も
の
な
り
O

薪
波
…
㈱
の
地
に
從
來
言
語
、
種
族
、
宗
敏
の
差
異
に
よ
う
勉
湾
上
の
不
稔
著

し
か
り
し
赦
、
特
に
國
際
條
約
を
以
て
、
同
國
内
の
少
数
斑
族
な
像
護
し
象

る
な
り
。
講
和
証
約
馬
入
十
山
下
土
に
よ
れ
ば
、
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
ヅ
キ
ア
國
も
、

國
内
の
少
数
民
族
の
三
皇
な
保
護
す
ろ
爲
、
聯
合
國
に
謝
し
て
、
前
同
様
の

條
約
為
締
結
す
る
筈
な
り
。
陶
朝
陽
會
獲
行
の
書
に
に
三
浦
江
に
關
す
る
一

九
＝
一
年
四
月
四
逼
の
池
意
表
規
定
、
竿
掛
阿
片
條
約
等
々
載
せ
六
れ
ご
、

本
書
に
に
之
な
し
。
（
外
務
雀
装
行
、
非
霊
廟
）
〔
下
田
〕
．

第
四
號

一
〇
四
　
　
（
五
一
山
ハ
）

彙

尺註苧

⑭
故
内
田
交
書
博
士
遺
稿
の
出
版

　
木
會
の
創
立
に
盤
力
ぜ
ら
れ
且
つ
永
く
詐
議
員
六
り
し
故
京
新
帝
國
大
町

教
授
内
国
銀
藏
博
士
の
遺
稿
ば
昨
夏
聖
旨
莫
蒐
集
整
理
を
急
ぎ
つ
㌧
あ
り
し

が
今
般
漸
…
く
覚
一
業
た
終
へ
一
博
士
の
影
壁
受
業
覗
石
の
闇
凹
に
旨
於
で
、
構
酵
十
両
の
記
念
事

業
の
一
定
し
て
之
た
下
平
に
附
す
ろ
の
計
鑑
な
立
て
北
ハ
第
一
班
ば
目
下
印
稠

に
着
手
し
つ
・
あ
り
。
慧
稿
に
全
部
五
珊
、
約
三
千
頁
に
蝕
り
博
士
の
最
も

心
力
を
注
が
れ
■
実
る
経
距
史
の
研
究
に
關
す
る
も
の
二
野
な
始
め
、
脚
史
維

論
及
二
本
近
世
史
帰
滑
史
學
研
究
法
及
其
事
論
に
差
す
ろ
も
の
｝
斑
其
他
の

雑
藩
を
牧
め
与
る
講
論
集
一
珊
あ
り
此
等
の
慧
稿
に
博
士
多
年
の
淋
研
に
係

る
も
の
に
し
て
而
も
未
刊
の
も
の
多
く
、
　
必
ず
・
や
學
界
の
郎
子
鵜
を
渦
す
べ
き

も
の
あ
る
定
典
に
叉
愼
密
周
匝
の
學
風
な
以
て
講
競
倦
ま
ざ
り
し
博
士
の
重

日
【
た
・
氷
久
に
、
蘇
【
ふ
べ
き
・
も
の
あ
ら
一
ん
慧
縮
W
の
出
版
ビ
岡
時
に
博
士
の
点
澗
維
…
省
μ

傑
膏
銅
胸
像
製
作
の
企
圃
あ
り
。
　
今
圃
博
く
其
の
資
金
な
醗
め
つ
㌧
あ
り
。

（
寄
附
金
は
振
替
口
座
大
阪
五
五
二
四
三
一
二
勝
郎
氏
卸
量
込
の
嶺
）

　
　
　
⑬
京
都
帝
國
大
學
史
學
科
卒
業
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

京
都
帝
國
大
罪
交
學
部
史
學
科
本
年
度
卒
業
生
左
の
如
し
Q

　
橋
川
　
正
（
國
更
、
依
託
）

　
鴛
　
　
淵
　
　
　
一
　
　
（
東
洋
史
專
攻
）

7



松
浦
嘉
三
郎
　
　
（
支
那
奥
、
選
科
）

．
河
原
喜
太
耶
　
　
ハ
西
洋
出
、
選
科
）

伏
見
義
夫
　
（
地
理
學
專
攻
）

（
因
に
一
一
一
一
四
頁
下
段
判
事
京
都
帝
國
大
學
丈
學
部
史
學
科
卒
業
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
む
　
　
　
　

丈
題
目
中
【
，
批
剣
哲
學
定
歴
吏
哲
學
カ
ン
下
職
學
へ
の
讐
見
」
村
主
山
石
由
口
亡

　
　
　
　
り
　
り
　
り

し
象
る
に
三
木
浩
の
談
に
付
－
訂
正
す
O

　
　
　
　
⑳
護
　
　
吏
　
　
會

見
學
、
醗
賀
及
堺
遇
別
、
さ
み
だ
れ
降
り
し
き
る
六
刀
ご
＋
七
日
、
宇
治

黄
塞
出
の
見
事
為
兼
ね
先
般
飼
葉
學
士
院
に
観
て
恩
賜
賞
受
領
の
榮
た
荷
に

れ
し
三
浦
教
授
炬
書
し
併
ぜ
て
遽
ら
す
海
外
留
學
の
塗
に
上
ら
る
べ
き
西
田

助
敏
授
及
び
今
圓
卒
業
ゼ
ら
れ
し
橋
川
聖
君
な
逡
る
の
意
な
表
層
ん
埋
め
、

午
前
十
聯
先
づ
黄
藥
出
た
訪
ひ
、
其
の
翌
週
の
壁
書
、
書
描
、
慧
品
及
び
殿

堂
等
な
萱
ろ
。
明
謄
三
年
龍
漢
が
隙
元
な
宇
治
に
招
請
ぜ
し
所
謂
正
統
付
師

訥
啓
、
幕
府
隔
老
が
歴
代
往
職
の
退
隠
を
評
可
ぜ
し
奉
書
、
寛
政
三
年
末
派

寺
院
に
與
　
へ
し
三
品
門
規
定
、
適
確
、
竃
元
以
下
歴
八
代
の
自
賛
の
欝
豫
、
鱈
元

下
用
の
三
針
縫
の
法
衣
及
び
演
習
の
慧
掲
為
認
め
象
り
ミ
云
ふ
忌
避
の
如
き
殊

に
涯
意
た
慧
き
敦
り
そ
れ
よ
り
諸
多
含
た
歴
覧
し
、
居
る
事
約
三
畦
間
、
去

っ
て
山
門
前
な
る
白
雲
庵
に
至
り
名
物
善
感
料
理
た
醜
し
終
っ
て
幹
事
の
説

僻
及
逡
甥
の
跡
に
乾
す
る
三
浦
回
想
及
西
因
助
酒
事
の
挨
拶
あ
り
三
浦
教
授

に
更
に
語
な
改
め
て
其
の
霧
査
に
係
る
卒
業
論
文
に
就
て
の
批
評
及
斯
感
た

蓮
べ
ら
れ
カ
リ
、
斯
く
て
蒲
4
六
ろ
窓
外
の
雨
聲
た
耳
に
し
な
が
ら
撒
談
に

刻
為
移
し
興
趣
雛
く
る
所
々
知
ら
す
、
午
後
五
峰
廃
た
諒
し
て
麟
路
に
就
く

當
日
の
禺
演
者
に
三
浦
数
授
、
福
田
助
教
授
、
二
型
、
岩
蟹
、
中
村
、
牧
、

　
　
　
　
第
五
巷
　
　
藁
報

窟
森
、
下
川
、
桑
原
、
鈴
木
諸
學
士
、
島
田
、
源
の
諸
君
な
り
Q

　
　
　
　
㈱
名
古
屋
史
談
會

　
本
會
四
月
の
例
會
に
て
に
關
保
之
助
氏
の
「
申
古
女
子
の
正
装
」
に
就
き
て

の
講
演
あ
り
琉
ば
費
髪
、
唐
衣
、
裳
、
表
着
、
打
袴
、
檜
扇
、
漉
紙
等
の
澱

品
叉
ば
模
三
品
な
示
し
て
そ
の
沿
革
性
質
よ
リ
着
用
の
家
第
に
及
び
詳
細
に

親
明
ぜ
ら
れ
唐
衣
の
襟
を
以
て
頒
布
の
攣
化
ゼ
う
も
の
ビ
し
裳
の
大
腰
書
な

れ
り
ピ
ぜ
ろ
伊
勢
貞
丈
の
説
、
裳
の
掛
帯
に
愛
形
ぜ
り
ぜ
漏
る
關
根
博
士
の

読
為
斥
け
ら
れ
し
た
初
め
傾
目
す
べ
告
観
多
く
、
遙
品
中
に
て
に
足
利
初
期

蜜
見
ゆ
る
櫓
扇
、
遺
財
、
銀
子
、
櫛
、
元
結
、
か
も
じ
等
の
揃
へ
る
髪
飾
等
珍

ら
し
く
思
に
れ
た
り
。
こ
の
月
又
會
員
尾
佐
竹
猛
旧
著
一
新
隔
壁
誌
之
創
始

者
榔
川
春
三
」
な
嚢
寒
し
て
會
負
に
醜
布
ぜ
り
〇

六
月
の
論
陣
ば
縣
下
申
島
郡
妙
興
寺
に
催
し
同
三
所
藏
の
史
料
な
展
槻
ぜ

り
同
毒
に
足
利
氏
定
置
故
深
か
り
し
病
め
尾
張
に
覧
て
足
利
時
代
の
史
料
に

警
む
ご
ビ
同
罪
か
最
ピ
し
、
且
他
の
塔
寺
の
古
套
書
に
し
て
現
に
同
寺
に
藏

ぜ
ら
る
・
も
の
も
少
か
ら
ず
そ
の
種
類
の
如
き
も
論
旨
、
御
町
書
、
下
知

懸
、
禁
制
、
寄
進
難
、
資
券
等
だ
初
め
多
様
に
亙
り
注
意
す
べ
き
も
の
多
し

疑
問
多
き
織
田
氏
の
澹
草
を
徴
す
。
へ
き
織
田
常
松
、
常
竹
、
蓬
勝
以
下
織
田
氏

關
係
丈
書
の
戦
寓
な
る
如
垂
そ
の
｝
例
な
り
給
欝
に
て
ば
温
気
の
佛
渥
繋
陽

最
勝
れ
周
鳳
の
賛
あ
あ
足
利
義
敏
誰
像
、
南
化
の
賛
あ
る
腱
臣
秀
吉
諮
豫
等

も
史
料
逃
し
て
貴
重
な
る
も
の
な
り
堂
塔
ば
火
災
地
震
鞍
の
象
め
往
時
の
盛

観
為
見
ろ
に
由
な
を
も
勅
筆
門
に
足
利
期
論
宗
建
築
の
導
呈
し
て
見
る
に

足
う
も
の
あ
り
。

　
七
丹
の
例
會
に
て
ほ
三
訂
士
粟
田
元
次
氏
の
「
穂
川
網
吉
の
生
瀬
憐
懲
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
．
　
一
〇
五
　
（
五
一
七
）



第
．
五
．
巻
，
　
會
．
報
‘

就
い
て
」
の
講
演
あ
り
綱
吉
の
生
類
憐
慰
に
翠
に
迷
信
よ
q
來
れ
る
暴
政
ε

し
て
畷
過
す
べ
き
も
の
に
め
ら
す
を
の
精
淋
匡
殺
伐
不
仁
の
螢
風
な
矯
め
て

慈
悲
仁
愛
の
美
風
な
起
さ
ん
建
ぜ
ろ
丈
治
主
義
的
思
想
に
出
噛
し
初
期
に
從

て
は
滴
壌
な
失
ぽ
ざ
り
し
も
後
嗣
子
た
得
ん
電
の
熱
塞
亡
隆
光
の
三
三
の
六

め
迷
信
的
に
隔
り
勝
に
犬
を
愛
護
す
ろ
芝
典
に
彼
れ
の
極
目
に
奔
り
勝
な
ろ

傾
無
性
に
よ
り
度
た
越
ゆ
う
に
至
れ
リ
芝
し
、
更
に
悪
化
の
原
因
為
考
察
し

て
、
綱
吉
の
偏
執
牲
に
學
問
、
佛
教
、
能
樂
等
に
て
も
明
な
れ
ご
、
特
に
信

賞
必
罰
に
於
て
著
し
か
り
し
が
、
他
方
に
1
1
愛
盈
令
の
犯
則
者
の
嚴
罰
こ
な

り
て
弊
害
な
大
き
く
ゼ
る
上
、
柳
澤
吉
保
初
め
一
般
役
人
遅
し
て
諮
軍
舞
子

の
思
想
以
上
の
迎
舎
士
山
義
に
傾
か
し
め
象
り
云
々
Q
〔
野
人
栗
田
元
次
日
報
〕

會

華艮

編
纂
曾
　
九
月
三
日
午
後
一
時
よ
り
陳
列
蛤
刃
帝
室
に
て
開
催
、
　
阪
口
、
三

浦
爾
詐
議
員
植
村
、
岩
橋
、
桑
原
、
中
村
各
委
鼓
、
島
田
書
評
出
席
、
第
五

巷
策
四
號
の
編
纂
為
了
し
第
六
谷
第
一
號
に
就
て
議
ゴ
る
所
あ
り
し

　
　
　
　
鯵
寄
団
交
芝
葺
書

捨
訂
萬
葉
集
古
篇
本
証

足
利
考
古
岡
集

史
磁
雑
誌

醗
奥
地
理

考
古
學
維
誌

國
學
院
雑
誌

飛
騨
史
壇

東
洋
哲
學

冊
一
の
轟
ハ
・
七
。
八

冊
エ
ハ
の
一
・
二

十
の
十
・
十
丁
十
二

茄
μ
山
ハ
の
山
ハ
・
・
七

六
・
七

廿
七
の
七

　　　　日
東飛國考旧史丸佐
洋難古羅學蝶

大山矢學墾源信

三三學會會引入綱

第
四
號

｝
〇
六
　
（
五
一
入
）

経
濟
論
叢
　
　
十
一
の
こ
・
三

伊
膿
吏
談
　
　
廿
「

　
　
　
　
騨
會
員
　
動
静

　
　
　
　
　
入
　
　
會

朝
鮮
総
督
府
署
務
局

　
　
　
（
右
紹
介
者
、
三
浦
周
行
）

↓八

R口

s
北
慨
脅
“
根
崎
中
一
丁
口
門
十
山
ハ

　
　
　
（
右
紹
介
者
、
島
田
貞
彦
）

大
阪
市
天
王
寺
西
円
前
、
大
原
耽
會
問
題
研
究
所

　
　
　
（
右
紹
介
者
、
源
盤
宗
）

東
京
市
芝
一
酉
久
保
巴
町
七
七

　
　
　
（
右
瑠
介
者
、
花
見
朔
巳
）

　
　
　
　
退
　
　
倉

来
田
猪
三
鄭
　
　
　
　
山
本
彌
一
郎

　
　
　
　
死
　
　
亡

恥
売
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